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あ
た
‐つ

て

紅
葉
萌
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
青
少
年
非

行
防
止
と
健
全
育
成
の
た
め
に
、
格
別

の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と

に
対
し
て
、
こ
の
紙
上
を
お
か
り
し
て
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
永
い
間
の
懸
案
事
項
で
あ
り

ま
し
た
青
少
年
育
成
町
民
会
議
も
、
関

くL`r

di島登 r苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会
長

苅

田
　
町

長

沖
　
　
勝
治

係
す
る
諸
団
体
の
ご
理
解
を
賜
り
、
よ

う
や
く
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
期
に
青
少
年
の
健
全
育
成
、

非
行
防
止
に
つ
い
て
は
、
全
町
民
的
な

立
場
か
ら
撃
り
組
み
、
苅
田
町
を
よ
り

明
る
い
住
み
よ
い
社
会
に
、
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
青

少
年
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
は
、
苅
田
町
に
と
っ
て
の
大

き
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
苅
田
町
の
発
展
の
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
、
青
少
年
の
非
行
間

題
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
問
題
解
決
に
諸
機
関
、
団
体

が
努
力
さ
れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す

が
、
青
少
年
の
犯
罪
は
、
ま
す
ま
す
凶

悪
化
、
集
団
化
、
そ
し
て
低
年
齢
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
、
厳
し
く
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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本
町
議
会
も
き
る
六
月
定
例
議
会
に

お
い
て
、

「青
少
年
の
非
行
及
び
犯
罪

防
止
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会

一
致
で

承
認
い
た
だ
き
、
青
少
年
の
非
行
に
か

か
わ
る
問
題
を
町
民
世
論
に
訴
え
、
家

庭
、
学
校
な
ど
地
域
社
会
及
び
行
政
と

協
力
し
て
、
健
全
な
地
域
環
境
整
備
な

ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
強
い
関
心

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
発
足
し
た
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
総
務
部
会
、
健
全
育
成
部

会
、
補
導
環
境
部
会
、
家
庭
部
会
の
四

つ
の
部
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
町
内
の

い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
皆
さ
ま
の
お
力
を

お
借
り
し
な
が
ち
、
多
面
的
に
青
少
年

の
健
全
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
之

考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
会
議
に
参
加
下
さ
っ

た
皆
様
方
そ
し
て
全
町
民
の
皆
様
方
が

一
体
と
な
っ
た
活
動
に
よ
り
、
穏
や
か

で
健
や
か
な
、
根

っ
こ
の
し
っ
か
り
し

た

「苅
田
っ
子
」
が
、
育

っ
て
い
く
こ

と
を
念
願
い
た
し
ま
し
て
町
民
会
議
発

足
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

加
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た
実
践
組
織

と
し
て
の
青
少
年
育
成
市
町
村
会
議
の

設
置
を
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し
た
。

ご
当
地
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
皆
さ

ん
の
暖
か
い
ご
理
解
と
並
々
な
ら
ぬ
ご

努
力
に
よ
り
、
こ
こ
に
立
派
な
町
民
会

議
の
設
置
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
だ
け
に
、

誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
う
え
は
、
私
共
も
、
微
力
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
こ
に
第

一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
苅

田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
、
苅
田

町
の
輝
か
し
い
明
日
を
拓
く
た
め
に
力

強
く
前
進
を
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
切

に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

広
報
紙
発
行
に

あ
た

っ
て

総
務
部
会
長

酒
井
　
盛
親

「子
は
宝
」
、
如
何
な
る
金
、
銀
、

財
宝
も
子
ど
も
に
勝
る
物
は
な
い
と
い

う
例
え
で
、
古
今
東
西
の
人
々
が
使
い

古
し
た
言
葉
で
す
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
こ
の
子
ど

も
た
ち
、
即
ち
青
少
年
の
多
く
は
人
々

の
期
待
に
応
え
て
、
日
夜
懸
命
の
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
青
少
年
が
成
人
す
る
頃
は
、
す

ば
ら
し
い
苅
田
町
が
、
福
岡
県
が
、
日

本
国
が
、
そ
し
て
世
界
の
青
少
年
の
築

い
た
世
界
は
、
す
ば
ら
し
い
、
平
和
で

楽
し
い
世
界
を
想
像
す
る
事
が
出
来
ま

す
。
し
か
し
青
少
年
の
中
に
は
、
自
分

の
意
思
で
は
な
く
、
何
か
の
環
境
が
原

因
で
脇
道
に
そ
れ
た
り
、
落
伍
し
て
社

会
に
背
い
た
り
、
力
を
発
揮
し
な
い
ま

ま
埋
も
れ
て
し
ま
う
者
も
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
社
会
の
大
き
な
損
失
で
す
。

私
ど
も
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は

こ
れ
ら
伸
び
よ
う
と
す
る
者
、
挫
折
す

る
者
の
よ
き
相
談
相
手
と
し
て
、
去
る

七
月

一
四
日
発
足
し
、
そ
れ
ぞ
れ
部
会

は
活
動
を
始
め
、
軌
道
に
乗
り
つ
つ
み

り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
偉
業
は
全
町
民
の
御
指

導
、
御
協
力
な
く
て
は
果
た
せ
る
も
の

で
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
も
更
に
研
鑽
を
重
ね
、
こ
の

道
の
為
に
精
進
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
、

発
行
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
設
立
に
よ
せ
て

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
、

多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
去
る

七
月

一
四
日
、
め
で
た
く
結
成
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
国
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
育
成
は
、

時
代
を
問
わ
ず
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
国
民
に
支
持

さ
れ
、
そ
の
対
応
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
、
社
会
制
度

の
大
幅
な
転
換
、
経
済
の
急
速
な
発
展

な
ど

ヽ
青
少
年
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
社
会
経
済
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福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

福
　
岡
　
県
　
知
　
事

奥
田
　
八
二

情
勢
に
即
応
す
る
新
し
い
倫
理
観
な
い

し
社
会
規
範
は
確
立
す
る
に
い
た
ら
ず
、

青
少
年
の
非
行
の
増
加
、
凶
悪
化
、
あ

る
い
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
人
間
の
増
加

な
ど
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
社

会
的
危
機
感
を
伴

っ
て
、
そ
の
対
策
の

必
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
対
策
は
、
単
に
行
政
施
策
に

侯

つ
の
み
で
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に

行
政
に
呼
応
し
た
民
間
活
動
の
結
集
と

展
開
が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
中
央
で
は
、
昭
和
四

一
年
五
月
青

少
年
育
成
国
民
会
議
が
結
成
さ
れ
、
本

県
で
は
、
同
年

一
二
月
福
岡
県
青
少
年

育
成
県
民
会
議
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

爾
来
二
〇
余
年
、
機
に
望
み
時
に
応

じ
て
、
市
町
村
や
青
少
年
団
体
等
と
相

携
え
て
所
期
の
目
的
達
成
に
及
ば
ず
な

が
ら
努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
実

践
活
動
の
中
か
ら
、
こ
の
運
動
は
、
地

域
社
会
、
学
校
、
家
庭
の
三
者
が

一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
望
ま

し
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
こ
数
年
来
、
住
民
参

′   ｀

勢

苅田町青少年育成町民会議

広報紙の「紙名」を

決めて下さい。 ./

皆さまのご協力を得て、やっと苅田町青少年育成

町民会議だより第 1号 を発行することになりました。

でも、まだ「名前」が、ありません。

青少年の健全育成は、ンョッキングなニュースと

共に、今、話題の中心となりつつある大きな問題で

あり、終わりのない永遠のテーマです。

この広報紙は、町民会議のいろいろな活動や催し

を町民の皆さまに広く、紹介、ご案内すると共に皆

さんとの情報交換、意見交換の場として行けたらと

考えております。

こうした紙面にピッタリの心あたたまる、そして、

ほほえましくもある、素敵な紙名を決めて下さい。

採用者には粗品を進呈します。

●連絡方法

◎苅日町教育委員会社会教育課内苅田町青少年育成

町民会議あて    壼 434-1111(内 線 341)
◎11月 末日までに電話または郵便でお願いします。
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青少年の非行防止対策

行橋警察署署長

櫻木 博

行橋警察署長の櫻木でございます。

本年7月 14口「苅田町青少年育成町民会議」が結成され、その創刊号が発

刊されるにあたり、青少年非行防止についての所感を述べたいと思います。

皆様方におかれましては、平素から警察活動各般にわたり、深いご理解

とご協力を賜っておりますとともに、各地域における少年の非行防止と健

全育成活動に格別のご尽力をいただき、心から敬意と謝意を表する次第で

あります。

さて、福岡県における昭和63年の少年非行は、11,146人で依然として、

多発化傾向にあり、本年も昨年同様に高い水準で推移しています。

そして、少年1,000人当りの非行少年即ち、非行者率は、東京、大阪に次

いで全国ワースト第二位となっています。

こうした情勢の下で、無職少年、暴走族少年による凶悪粗暴事案等の重

大な非行が多発し、特に昨年末から本年にかけて

。暴走族の対立抗争殺人事件や乱闘事件。

●少年非行グループによる大鳴峠焼殺事件。

●中学生による祖母殺害事件。

等、社会の耳目をひく凶悪粗暴事件が連続して発生し、社会に大きな衝撃

を与えています。

また、当署管内におきましても

。高校生の党醒剤乱用事件。

●中学生による多額恐喝事件。

●暴走族グループによる女子中学生に対する注行事件。

等の悪質事件が発生し、さらにはオートバイ盗等の乗物盗が多発し、誠に

憂慮すべき状況にあります。

このような厳しい情勢の中で、苅田町の未来をつくり、21世紀を担う「苅

田っ子」の健全育成と少年非行を防止するため、警察としましては、次ぎ

の諸活動を重点に推進しています。

その一は、地域ぐるみの非行防止活動の推進です。

少年非行の背景には、少年自身の資質のほかに、家庭、学校、地域社会

等が抱える様々な問題があります。そこで、関係機関、団体との緊密な連

携の下に、乗車マナーアップ等の社会参加活動や、非行少年の溜り場の解

消等の有害環境浄化活動を地域ぐるみで強力に推進しています。

その二は、適切な少年補導活動の推進です。

非行少年の補導は、まず対象少年の発見から始まります。特に少年の非

行的性格は、軽い非行等を積み重ねていくことによって、深化していくも

ので、少年の非行を防止し、あるいは、再非行を防ぐためには、問題の軽

いうちに、いち早く発見して適切な処置を講じることが大切であります。

そのためには、少年補導員、学校関係者等と緊密な連携をとり、少年の

動きに合った補導活動を推進していくことが必要です。

しかしながら、少年の非行防止は、ひとり警察の力のみで、果たせるも

のではありません。

少年の非行を防止し、その健全な育成を図るためには、家庭、学校、行

政そして地域社会の皆さまが一体となって、それぞれの役割を十分に果た

していくことが何よりも重要です。

どうか今後とも青少年の健全育成に、よリー層のご協力とご尽力を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

11月 は、全国青少年健全育成強調月間です。

町
民
会
議
は

み
ん
な
の
団
体
で
す

青
少
年
育
成

町
民
会
議
と
は

◎
　
時
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

を
推
進
す
る
運
動
体
で
す
。

◎
　
会
員
の

一
人
ひ
と
り
が
青
少
年
の

育
成
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
団
で
す
。

◎
　
自
主
的
で
民
主
的
な
青
少
年
団
体

や
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
り
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
青
少
年
が
す
す
ん

で
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
地

域
住
民
に
よ
る
組
織
で
す
。

◎
　
町
民
会
議
加
盟
の
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ

の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

互
い
に
連
携
し
て
総
合
力
を
発
揮

す
る
青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
母

体
で
す
。

◎
　
青
少
年
が
、
民
主
主
義
に
立
脚
し

て
平
和
な
社
会
を
建
設
し
、
そ
の

発
展
を
担
う
町
民
に
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
、
青
少
年
の
自
主
的
活

動
を
奨
励
し
助
成
す
る
町
民
運
動

体
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（敬
称
略
、
順
不
動
）
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部
会
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担
当
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総
務
部
会
長
　
　
　
酒
　
井
　
盛
　
親

（社
会
教
育
委
員
）

街
頭
活
動
や
広
報
啓
発
に
よ
り
、
町

民
会
議
の
趣
旨
や
活
動
に
つ
い
て
普
及

徹
底
を
は
か
り
、
町
民
あ
げ
て
の
青
少

年
育
成
活
動
に
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

健
全
育
成
部
会
長
　
上
　
田
　
哲
　
也

（育
成
会
連
合
会
）

体
育
祭
や
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
等
の

体
育
行
事
や
他
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
の
心
身

の
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

補
導
環
境
部
会
長
　
新
　
木
　
幹
　
雄

（人
権
擁
護
委
員
）
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沖 会

長

勝

治

苅

田

日丁

長

冨」

長

井 井 松 吉 松

上 上 中 本 田

之 文 末 龍

修 夫 雄 夫 一

教 区

者 長

´ スこ
要
^
員 会

A
卜 ■

燿

非
行
防
止
対
策
と
し
て
、
巡
回
補
導

活
動
を
中
心
に
青
少
年
に
有
害
な
地
域

環
境
の
浄
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

家
庭
部
会
長
　
　
　
坂
本
　
和
　
己

（保
育
連
盟
）

「家
庭
の
日
」
や
「オ
ア
シ
ス
運
動
」

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
家

庭
づ
く
り
を
は
か
り
社
会
生
活
面
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

京都・行橋地区の青少年非行の概況

―
非椰 止はみんなの力で

一

行橋警察署が平成元年1月 から6月 までの間に,り扱った

問題少年数は下表のとおりです。

少年非行は前年同期に比べ減少の傾向が見られます。

しかし、特徴的な傾向として依然として中学生の非行が中

心となっていることです。
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